
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
活
用
へ

企
業
な
ど
共
通
の
方
向
性
示
す

イ
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フ
ラ
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朽
化
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国
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近
未
来
生
活
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現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
央
環
境
審
議
会
地
球
環
境
部
会
は
七
月
三
十
日
、
東
京
・
港
区
の
三
田
共
用
会
議
所
で
第
一
回
「
カ
ー
ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
活
用
に
関
す
る
小
委
員
会
」
（
委
員
長
・
浅
野
直
人
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
き
、
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
炭
素
価
格
付
け
）
の
本
格
導
入
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
た
。
企
業
や
投
資
家
に
二
酸
化
炭

素
の
大
幅
削
減
を
可
能
に
す
る
共
通
の
方
向
性
を
示
し
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
円
滑
な
移
行
を
促
進
す
る
。
革
新
的

な
技
術
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
通
じ
て
新
た
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
方
針
だ
。

パ
リ
協
定
で
掲
げ
た
二
℃

目
標
や
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
を
踏
ま

え
、
政
府
は
四
月
に
第
五
次

環
境
基
本
計
画
を
閣
議
決
定

し
た
。
新
基
本
計
画
で
は
気

候
変
動
問
題
の
解
決
に
よ
る

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を

め
ざ
し
、
経
済
社
会
シ
ス
テ

ム
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
技

術
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
観
点
か

ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

を
求
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
中
川
環
境
相
は

六
月
十
五
日
、
脱
炭
素
社
会

へ
の
移
行
に
有
効
な
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
の

あ
り
方
に
つ
い
て
中
環
審
に

諮
問
。
同
小
委
で
は
資
金
を

含
む
あ
ら
ゆ
る
資
源
の
戦
略

的
な
配
分
を
促
進
し
、
新
た

な
経
済
成
長
に
つ
な
げ
て
い

く
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

の
可
能
性
に
つ
い
て
論
議
を

深
め
て
い
く
。

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
に

価
格
を
付
け
る
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
炭

素
税
や
排
出
量
取
引
制
度
が

該
当
す
る
。
炭
素
税
は
社
会

全
体
の
行
動
変
容
を
促
す
安

定
し
た
価
格
シ
グ
ナ
ル
を
付

与
。
排
出
量
取
引
で
は
多
量

排
出
事
業
者
に
対
し
て
確
実

な
排
出
削
減
を
求
め
る
。
炭

素
税
と
排
出
量
取
引
を
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が

重
点
課
題
と
な
る
模
様
だ
。

初
会
合
で
は
中
川
環
境
相

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
豪
雨
や
猛
暑
に
よ
り
甚
大

な
人
的
・
経
済
的
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
に
慎
ん
で
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
る
。
今
後
は

よ
り
一
層
の
深
刻
化
が
懸
念

さ
れ
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

が
ま
す
ま
す
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
既
成

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
パ
リ

協
定
に
基
づ
く
長
期
的
戦
略

を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。
海
外
で

は
課
題
解
決
へ
の
多
様
な
取

り
組
み
が
実
践
さ
れ
、
わ
が

国
で
も
活
用
で
き
る
も
の
が

多
々
存
在
す
る
。
脱
炭
素
へ

社
会
の
隅
々
ま
で
シ
グ
ナ
ル

を
送
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意

工
夫
を
促
す
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
が
大
き
な
手
助
け

に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
活
発
な
意
見
交
換

を
促
し
た
。

続
い
て
浅
野
氏
を
委
員
長

に
選
出
し
、
国
内
外
の
動
向

を
確
認
。
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス

市
場
は
脱
炭
素
社
会
へ
大
き

く
舵
を
切
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
コ

ス
ト
や
対
策
の
費
用
対
効
果

を
見
え
る
化
す
る
カ
ー
ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
積
極
的
な

活
用
を
通
じ
て
気
候
変
動
問

題
と
経
済
的
・
社
会
的
課
題

の
同
時
解
決
を
め
ざ
す
。

国
土
交
通
省
は
七
月
三
十

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

会
見
室
で
中
堅
・
若
手
職
員

に
よ
る
「
政
策
ベ
ン
チ
ャ
ー

２
０
３
０
」
の
最
終
報
告
会

を
開
催
し
た
。
石
井
啓
一
国

交
相
を
は
じ
め
同
省
幹
部
が

一
堂
に
集
い
、
二
○
三
○
年

に
向
け
た
中
長
期
的
な
具
体

策
を
明
ら
か
に
し
た
。
近
未

来
生
活
総
合
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
維
持

管
理
・
老
朽
化
対
策
な
ど
を

推
進
し
て
い
く
。

政
策
ベ
ン
チ
ャ
ー
２
０
３

０
は
平
均
年
齢
三
四
・
七
歳

の
若
手
官
僚
が
中
心
と
な

り
、
中
長
期
的
な
政
策
立
案

を
め
ざ
し
て
昨
年
十
月
に
発

足
。
百
七
十
超
の
有
識
者
・

団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
な
ど
を

通
じ
て
日
本
を
進
化
さ
せ
る

生
存
戦
略
を
練
り
上
げ
て
き

た
。
昨
年
十
二
月
に
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
、
二
日
に
一
記
事
以
上
の

ペ
ー
ス
で
活
動
情
報
を
発
信

し
、
閲
覧
数
は
計
十
五
万
回

に
達
し
て
い
る
。

当
日
は
石
井
国
交
相
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
日
本

を
進
化
さ
せ
る
施
策
を
ま
と

め
て
く
れ
た
。
国
交
省
と
し

て
前
例
の
な
い
試
み
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
手
探
り
の
部

分
も
大
き
い
と
思
う
が
、
真

剣
な
取
り
組
み
に
敬
意
を
表

す
る
。
今
回
の
経
験
を
大
い

に
活
か
し
て
一
層
の
活
躍
を

期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

最
終
報
告
で
は
未
来
を
先

取
り
し
、
変
わ
り
続
け
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
人
口
減
少
を
前
提

と
し
た
財
政
需
要
モ
デ
ル
に

基
づ
く
予
算
・
税
制
の
見
直

し
や
外
国
人
居
住
の
制
約
条

件
の
緩
和
促
進
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。
と
く
に
近
未
来
生

活
総
合
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理

の
完
全
自
動
化
や
イ
ン
フ
ラ

老
朽
化
対
策
に
お
け
る
専
門

技
術
部
隊
の
直
営
化
な
ど
を

行
う
。

三田共用会議所で初の中環審小委

中川環境相

政策ベンチャー２０３０が報告会

石井国交相
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